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　The present study weighed the nursing views of Madeleine M. Leininger, Jene Watoson and 
Patricia Benner. The purpose of clarifying nursing care on the basis of care was extracted from 
Milton Mayeroff’s and Nel Noddings’ caring theory.  As a result, Milton Mayeroff’s and Nel 
Noddings’ comparisons suggest that the basic concept of caring is the mutual relationship of 
careers and receivers taking on human relationship as a main axis and growing together. 
Moreover, the discussion of nursing care clarified that caring is the basis of human relationship 
with interactivity and mutual growth while having the same viewpoint of other research fields.  As 
for the differences, though any researchers of the nursing field do not treat caring theory,  they 
closely understand that caring is an important and essential concept in their own nursing theory.
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身ケアリングを、ハイデガー（M a r t i n 
Heidegger）の言葉であると述べていることか
らも、ベナーの看護論の基盤はハイデガーの
現象学にあるといえる。
　ベナーが具体的に看護実践にアブローチす
る際、分析に使用したのは自身が師事した
ヒューバート・ドレイファス（Hubert L. 
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Dreyfus）らが開発した技能修得モデルであ
る。ドレイファスらは、チェスプレイヤーと
パイロットをモデルに、技能の修得のプロセ
スにおいて技能習得のレベルが、初心者、新
人、一人前、中堅、達人という５つのレベル
をたどることを明らかにし、各レベルは３点
の特徴を発揮して技能を修得するプロセスと
した。第一は抽象的原則から具体的経験への
信頼、第二は緊縛した状況への知覚変化、第
三は切り離された観察者から状況にのめり込
んだ実践者への移行である。ベナーは、この
ドレィファスモデルが看護にも適用可能と判
断し、看護婦及び看護実践との対話に基づく
記述的研究を進めた。そして抽象的な観念論
ではない、現実の看護実践の中に見られる卓
越性を明らかにしようとしたのである。
３）ベナーのケアリング論
　心は身体によって規定されるとともに身体
を規定し、協同的かつ相互的であるとし、看
護においては、人にケアリングの姿勢（気づ
かうこと・関心をもつこと＝caringで接する
こと）から始まり、看護婦は、巻き込まれて
関与することが基本であるとした。その立場
に立ってベナーは患者－看護師感について以
下のように述べる。「（看護師は）患者にとっ
て病気が何を意味するのか、病気によって何
が中断されるのか、回復が何を意味するの
か、患者の話に耳を傾けて理解することに熟
練する必要がある。また、これらの事例は、
特殊で固有な状況に対応できる一連の援助法
を得ようという看護師の意欲をかき立てる。
さらに、感あの利益のために失敗を恐れず挑
戦しよう、という意欲を持たせる。しかし、
そのなかで最も看護師が意欲をかき立てられ
るのは、看護師にしかできない援助役割を自
分のものにしようと、いう気持ちである。」
19）
さ
らに、ベナーはケアリングを看護にとって本
質的な存在としている。そのうえで以下のよ
うに述べる。「看護はケアリングという様式を
用いて人々と相互作用をもち、ケアリングは
援助を与えたり、援助を受け取ったりするこ
との可能性を設定する。」
20）
ベナーは、ケアリン
グについて、人間が他者との相互作用をもつ
時ケアリング関係が発生し、そのケアリング
関係が、双方にとって援助の受け渡しになる
のだという。ケアリングを通じて人と人の間
に一つの世界が樹立され、その中に意味の際
立ちが出来て関心が生み出される。それは人
に動機づけと方向付けを与える。その人に
とって何が大事かを気づかうことにより、そ
の人に体験と行為の可能性を生み出すのであ
る。
　行動理論では動機づけを欲求充足や制御に
還元して捉えることが多いが、ベナーは動機
づけを個別具体的な他者、計画、物事、出来
事に対するケアリングに基づいていると主張
し、ケアリングが看護において本質的で基本
あるという。ケアリングとプロフェッション
に関して研究する服部俊子は、ベナーのケア
リングについて以下のように述べる。「彼女
（ベナー）は、達人に達する看護職者（expert
の段階）にそなわっている卓越性（salience）
を現象学的な観点から記述し解釈することで、
プロフェッションとしてのケアリングを開示
する（disclose）ことができる、と主張する。
なぜなら、この卓越性はケアリング実践に見
い出されるからである。」
21）
服部は、ベナーの看
護論では、達人レベルの看護者がもつ卓越性
こそケアリングであり、看護の本質を担うも
のであると述べている。
　ベナーは、看護におけるケアリングが、感
情や情動といった目に見えない感覚的なもの
だけではなく、患者の安全・安楽の向上を目
的とした治癒過程の促進を目指す看護行為そ
のものであると述べている。また、ベナー
は、看護師が達人へと成長する中で、ケアリ
ング実践の卓越性が構築されると主張する。
ケアリングは看護師と患者がケアを提供し、
あるいはケアを受けることを可能にする関係
看護におけるケアリングとは何か
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を示すものであり、看護師と患者関係の基盤
だと定義しているのである。
６　看護領域におけるケアリング
　看護領域の代表的な研究者である、レイニ
ンガー、ワトソン、ベナーそれぞれ３人のケ
アリング論を省察してきた。３者の要点をま
とめると次の４点である。①ケアリングは患
者－看護師間に存在する。②ケアリングは看
護において重要であり、なくてはならないも
のである。③患者の目的達成を目指す過程で
発揮される。そこでは看護師の成長も達成さ
れる。④ケアリングは、その過程や発揮され
た場面が非常に見えづらく、わかりにくいも
のである。以下それぞれについて省察する。
①　ケアリングは患者－看護師間に存在する。
　看護領域のケアリングでは、ケアリングの
対象は患者と看護師である。この点は他領域
の研究者である、前述のメイヤロフやノディ
ングスとは異なっている。メイヤロフやノ
ディングスはケアリングの可能性について、
理論的な広がりを想定する。たとえば、メイ
ヤロフやノディングスにおいては、人から人
への広がりのみならず、物事や概念にまで広
がりを示すようにである。これは、看護領域
の研究者がケアリングを理論そのものとして
研究しているのではなく、自らの看護理論の
本質的な考え方やとらえ方としてケアリング
を追究しているからであろう。看護領域の研
究者にとってケアリングは、看護の目的を達
成するための構えなのではないかと考察す
る。
②　ケアリングは看護において重要であり、
なくてはならないものである。
　ケアリングは看護にとってなくてはならな
いものである。しかし、看護の本質であると
言い切れるかは研究者の中でも見解の分かれ
るところである。しなしながら、それでもケ
アリングが現在でも多くの看護領域の研究者
によって言及されていることを考えれば、看
護にとって必要不可欠なものであり、最も重
要な要因のひとつであることは否めないと考
える。
③　ケアリングは、患者の目的達成を目指す
過程で発揮される。そこでは看護師の成長
も達成される。
　従来のケアという概念は、世話するという
一方向的な行為とされてきたが、ケアリング
では、患者－看護師間において、双方向的な
関わり合いであるという。双方向的な関わり
の中で、患者は目的を、看護師は自身の成長
を達成していくことでケアリングが発揮され
るのである。この双方向的な関わり合いは、
メイヤロフやノディングスのケアリング論で
の相互成長と同一の概念である。
④　ケアリングは、その過程や発揮された場
面が非常に見えづらく、わかりにくいもの
である。
　看護は、実践の科学と言われるように、人
間と人間との関係性や行動の中でおこなわれ
るものである。そのため、看護そのものの理
論や形態が非常にわかりにくいものである。
その中でさらに、密接な人間関係や行為の中
で発揮されるケアリングについては、周りの
者からは見えづらく、わかりにくいものであ
る。そのため、これまでケアリングに関する
一本化した概念や理論化が進まない現状があ
るのである。
７　結語
　以上の考察から、看護領域のケアリングで
は、それまでの他領域の研究と同一の視点と
しては、双方向性と相互成長であり、すなわ
ちケアリングは、人間関係の基盤であるとい
うことがいえる。また、相違点としては、看
護領域の研究者の中では明確なケアリング論
を論じている研究者は見当たらず、自らの看
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16）城ヶ端初子編著．やさしい看護理論②　ケア
とケアリング－看護間をはぐくむはじめの一
歩．78．東京　:　メディカ出版　;　2007．
17）ジーン・ワトソン．者筒井真由美監訳．ワト
ソン　看護におけるケアリングの探求－手がか
りとしての測定用具－．3．東京　:　日本看護協会
出版会　;　2003．
18）前掲11）．50．
19）パトリシア・ベナー．井部俊子ほか訳．ベ
ナー看護論　新訳版－初心者から達人へ－．
65．東京　:　医学書院　;　2005．
20）同上．42．
21）服部俊子．ケアリングとプロフェッションと
しての看護:看護倫理の構想に求められること．
先端倫理研究:熊本大学倫理学研究室紀要．2007　;　
2　:　71．
※　本稿は2009年明星大学大学院へ提出した修士
論文の一部を加筆、再構成したものである。
護理論の中における重要で本質的な概念とし
てケアリングを追究しているのである。
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